
 

これからの主な行事予定 

 青少年赤十字は「思いやりと行動力」のある人

間育成をめざし、『気づき 考え 実行する』を態

度目標に掲げ、「体験活動の充実」「道徳教育の充

実」等を推進しておられます。その考えが、本校

教育と共通するところがあり、加盟して 5年がた

ちました。それで、先日、5 年表彰を受けました。 

１２/２２ 終業式（冬季休業～１／９） 

１/１０  第 3 学期始業式 

２/ ５  学習発表会 

２/１７ 第 3 回人づくり振興会議 

 ３/ ３ 授業参観・懇談会 

 ３/２３ 修了式 

 ３/２４ 卒業式 

 11 月の 2 週間を人権旬間として位置づ

け、人権に関する学習や取組を強化しまし

た。1 学期のテーマは「なかまづくり」でし

たが、2学期のテーマは「共生」。「誰もが差

別や不合理な偏見等からつらい思いをする

ことなく、共に幸せに、自分らしく生きてい

ける世の中にするにはどうしたらよいか」と

いうことについて学びました。 

 また、人権集会では、各学年の取組報告をす

るとともに、福山洋二さんをお招きし、ご講話

をいただきました。視覚障がいのことでいじ

められたときの思い、心の支えになってくれ

た仲間の存在や思いやりの大切さ、あたりま

えの日常や家族の笑顔が見られることが何よ

り幸せであることなど、実体験から感じられ

た思いを音楽(ギター演奏＆歌)を交えながら

お話しくださいました。 

水上村立岩野小学校  校長便り No.９－(1) 文責：椎 由紀子 

 今後も、ボランティア活動やいろいろな方との

交流活動を通して、「相手の痛みを知り、いたわる 
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今回は、火災のときの

煙の怖さがどんなもの

であるかを体験する取

組をしました。煙が充満

すると、まったく方向が 

第 2 回人権旬間・人権集会 
 

子どもたちの中には、相手のことを思いや

れない言動をしてしまう子どももいます。思

い込みや偏見、年齢や性別、国籍や障がいの有

無など、相手によって態度を変えたり、心ない

言動をしたりしないよう、人権感覚を豊かに

したいものです。 

心」「自分で考え、行動する力」

「問題にぶつかったとき、逃げな

いで解決しようとする精神力」等

を育んでいきたいと思います。 

火災避難訓練《煙体験で危機感》 
 

わからなくなり、住み慣れた教室でもパニックになり

ました。ひもをたどって、やっと脱出。日頃から、外

出時には避難口の確認が必要です。 

 


